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応用数学の出題範囲
•確率統計，微分積分，指数対数など高校数学の範囲が
出題範囲 

•出題は１問程度（試験ではそこまで重要じゃないかも）
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統計
•正規分布 
- 繰り返し実行した場合，独立した事象であれば正規分布
に従う 

•標準偏差（σ） 
- データのばらつきを表す指標
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グラフ理論
•グラフ 
- ノード（節点）・エッジ（枝，辺） 

•有向グラフ・無向グラフ

 4どこからでも行ける矢印の方向のみいける



グラフ理論
•木 
- 閉路（ループ）を持たないグラフ構造
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待ち行列理論(M/M/1)
•ある列に並ぶとき，平均でどれだけ待たされるかを統
計学的に求める理論 
•３つの要素が待ち時間に影響を与える 
- 到着率：どれくらいの頻度でやってくるか 
- サービス時間：実作業にどれくらい時間がかかるか 
- 窓口の数：１つの列に対して窓口がいくつあるか
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待ち行列理論(M/M/1)
•到着率はポアソン分布に従う 
•サービス時間は指数分布に従う 
- ポアソン分布が単位時間当たりの生起確率を示し、指数
分布は生起期間の確率を示す
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生起確率が高ければ



待ち時間の計算
•M/M/1の場合
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過去問1
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解答1
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過去問2
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解答2
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